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登
場
人
物
に
つ
い
て

タ
イ
プ

「
浮
雲
」
の
人
物
遠
の
「
性
格
z
一
を
代
表
し
て
い
る
の
は
、
下
女
の
鍋
で
あ
る
。
彼

女
は
次
の
よ
う
に
登
場
し
て
く
る
。

か
た
へ
ざ
し
さ

傍
の
座
鋪
の
障
子
が
ス
ラ
リ
聞
い
て
、
年
頃
十
八
九
の
婦
人
の
首
、
チ
ヨ
ン

ボ
リ
と
し
た
摘
ツ
鼻
と
、
日
の
丸
の
紋
を
染
抜
い
た
ム
ツ
ク
リ
と
し
た
煩
と
で
、

そ
の
持
主
の
身
分
が
知
れ
る
と
い
ふ
奴
が
、
ヌ
ツ
と
出
る
。
(
第
一
回
)

以
ド
、
こ
の
「
横
幅
の
庚
い
筋
骨
の
還
し
い
ズ
ン
グ
リ
ム
ツ
ク
リ
と
し
た
生
理
挙
上

の
美
人
」
(
第
一
回
)
は
、
第
一
、
四
、
五
、
十
、
十
一
、
十
四
、
十
五
、
十
九
の
各

回
に
わ
た
っ
て
、
「
モ
ツ
ケ
な
顔
付
」
(
第
五
回
)
「
睦
む
さ
う
な
顔
」
(
第
十
四
回
〉

「
肝
を
潰
し
た
顔
」
(
第
十
九
回
)
な
ど
で
登
場
し
、
「
口
誼
ず
り
を
す
る
」
(
第
一

e
e
a
 

問
〉
「
長
国
内
に
な
っ
て
ま
く
し
か
け
る
」
(
同
〉
「
振
祭
え
の
あ
る
お
尻
を
振
立
て
て

ひ
き
さ
が

却
退
る
」
(
第
四
悶
〉
「
口
を
モ
ん
コ
付
か
せ
て
ゐ
る
」
(
第
十
回
)
「
げ
た
〉
ま
し
く

笑
ふ
」
(
第
十
四
悶
〉
と
い
っ
た
行
状
を
演
じ
る
。

こ
れ
は
も
う
漫
画
に
近
い
。
漫
画
と
は
、
寺
田
寅
彦
に
よ
れ
ば
、
「
街
路
や
電
車
の

中
で
、
十
人
十
色
の
世
相
を
観
る
時
に
は
、
複
雑
な
個
穫
が
分
析
さ
れ
て
、
そ
の
中
の

あ
る
型
の
普
通
的
要
素
が
お
の
づ
か
ら
見
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
要
素
だ
け
を
拍
象

し
、
そ
れ
を
主
と
し
て
表
現
す
る
」
(
漫
蓋
と
科
挙
)
も
の
の
事
だ
が
、
「
鍋
」
と
い

橋

本

威

「
下
女
」
の
代
表
的
名
称
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
下
女
は
、
ま
さ
に
「
十
人
卜

色
」
の
下
女
達
か
ら
「
抽
象
」
さ
れ
た
概
念
的
人
物
と
し
て
-
設
定
さ
れ
て
い
る
。

第
八
回
、
第
十
三
同
等
に
登
場
す
る
扇
情
で
、
警
号
、
一
様
で
、
出
俳
句
吹
く
」

E
S吟
n'

(
第
八
悶
〉
石
田
、
ま
た
、
「
鼻
持
ち
な
ら
ぬ
程
の
熟
柿
臭
い
割
ヂ

3
せ
」
(
第
九
回
)

「
胸
で
妙
な
間
投
詞
を
愛
し
て
聞
か
せ
た
」
(
間
)
山
口
毛
同
様
で
あ
る
。

'レ
b
e

「
尋
ね
ぬ
人
に
ま
で
吹
諒
す
る
娘
自
慢
の
手
前
味
噌
、
切
り
に
誕
を
霊
ら
し
て
ゐ
た
c

」

い
色
む
し

(
第
三
国
)
お
政
は
、
文
三
に
対
し
て
「
伺
時
し
か
額
に
苧
燭
ほ
ど
の
青
筋
を
張
ら
せ
、

官
再
は

e
L
Kソ

由
刷
婚
の
皆
を
釣
上
げ
て
、
唇
を
ヒ
ン
曲
げ
て
ゐ
る
。
」
(
第
五
回
)
か
と
思
う
と
、
柏
駅

，
宮
ん

の
お
勢
に
対
し
て
「
火
鉢
の
布
巾
を
投
げ
出
す
L

一
(
第
十
五
回
)
あ
り
さ
ま
で
あ
る
3

く
ど

/
1

本
国
界
は
課
長
に
対
し
て
、
「
忽
ら
平
身
低
頭
、
何
事
を
か
晴
々
と
言
ひ
な
が
ら
、
綴

け
ぶ
ま
に
二
つ
三
つ
礼
奔
し
た
。
」
(
第
七
回
)
と
い
う
愚
行
ぷ
り
。
お
勢
が
と
う
い

ね

お

い

お

U
，
、
わ
A
A叩

う
人
物
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
「
根
生
の
経
操
者
一
「
慢
が
お
茶
ツ
ぴ
い
」
「
や
ん
ち
ゃ

あ

っ

ば

れ

は

で

娘
」
「
天
晴
一
個
の
キ
ヤ
ツ
キ
ヤ
」
(
第
二
周
〉
で
あ
り
、
「
開
穏
な
気
質
」
(
第

ど

ぎ

ま

十
六
回
〉
で
あ
る
。
彼
女
の
行
動
も
亦
、
顔
を
根
ら
め
た
り
、
澄
ま
し
に
'
ワ
、
川
・
山
口
千
銀

、
さ狽
し
た
り
、
震
え
た
り
、
喚
い
た
り
で
、
忙
し
い
。

彼
等
は
、
人
間
の
有
す
る
性
鮮
の
一
つ
の
、
著
し
く
誇
張
さ
れ
、
消
磁
化
さ
れ
た
も

の
の
み
を
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
は
、
似
性
で
は
あ
り

「
個
性
」
と
は
、
一
個
の
「
人
間
」
と
し
て
綜
合
さ
れ
て
い
る
も
の
の
謂
で

p

「
J

、

-1-

得
な
い
。



あ
る
。
彼
等
は
、
自
の
通
わ
ぬ
「
類
別
品
」
、
気
質
的
人
物
な
の
で
あ
る
。
中
村
光
夫
は
、

お
勢
、
界
、
お
政
、
一
卜
女
を
一
対
3

と
¥
「
渡
利
と
生
き
る
異
様
な
風
景
」
(
二
葉
亭
四

迷
指
)
と
述
べ
た
が
、
ナ
仔
張
、
4
0
れ
だ
激
し
い
ド
タ
パ
タ
は
、
そ
の
ち
の
の
人
形
的
性
格

を
江
川
こ
そ
す
れ
、
生
き
て
い
る
事
の
証
拠
に
立
な
る
ま
い
。

直一柴山内
J

内
り
材
は
、
「

-N，Z
l一
の
人
物
作
成
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
に
述
べ
て
い
る
。

円
分
の
以
に
、
骨
同
時
の
日
本
の
均
年
出
乃
女
の
傾
向
を
ゴ
ん
や
り
と
拍
象
的
に
有

ウ
て
ゐ
て
、
そ
れ
を
只
耀
化
し
て
行
く
に
は
、
-
こ
う
い
ふ
風
の
形
を
取
っ
た
ら
よ

か
ら
う
か
、
と
い
ろ
い
ろ
工
ト
子
守
す
る
場
合
之
、
誰
か
絵
所
で
合
っ
た
人
と
か
、

円
分
の
像
て
知
っ
て
い
る
有
と
か
の
中
で
、
梢
々
自
分
の
有
っ
て
い
る
抽
象
的
冊
剛

志
に
脈
の
通
ふ
ゃ
う
々
人
が
あ
る
も
の
だ
。
す
る
と
そ
の
人
を
先
づ
土
富
室
に
し
て

タ
イ
フ
に
仕

t
yる
。
勿
論
、
そ
の
人
の
似
性
ほ
め
る
が
、
そ
れ
を
捨
て
〉
了
っ
て
、

そ
の
人
を
純
化
乙
て
世
イ
フ
に
し
て
行
く
と
、
タ
イ
フ
は
ノ

l
ν

ヨ
J

ぢ
ゃ
な
く

て
、
八
位
的
の
も
の
だ
か
h

り
、
そ
れ
、
最
初
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
諜
だ
。

(
f
が
半
生
の
機
陶
)

「
タ
イ
フ
」
と
は
、
無
論
「
典
型
一
の
意
で
は
な
い
。
「
そ
の
人
の
個
性
は
あ
る
が
、

そ
れ
を
的
て

A
f
っ
て
、
そ
の
人
を
純
化
し
て
タ
イ
プ
に
し
て
行
く
」
と
は
、
前
掲
寺

田
沢
彦
の
い
う
綬
州
家
の
手
法
と
同
じ
で
あ
る
。
「
タ
イ
プ
は
ノ
l
シ
ヨ
ン
ち
ゃ
な
く

て
、
川
片
刷
出
的
の
も
の
」
云
々
は
、
気
質
の
人
物
化
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
二

葉
苧
が
「
「
気
質
』
と
い
う
古
め
か
し
い
手
法
に
よ
っ
て
で
な
く
、
『
タ
イ
プ
』
と
い

う
段
新
の
即
治
を
も
っ
て
造
明
化
し
よ
う
と
企
て
た
」
(
十
川
信
介
「
『
浮
雲
一
』
の
運

九
叩
ー
ー
そ
の
悲
劇
性
と
喜
劇
性

'l」
図
諮
問
閣
文
・
昭
引
・
日
)
と
い
う
こ
と
の
証
明

に
は
な
ら
な
い
。

勿
論
、
こ
の
際
、
モ
デ
ル
論
は
無
用
で
あ
る
。
二
葉
亭
自
身
モ
デ
ル
に
つ
い
て
「
無

い
ち
ゃ
な
い
が
」
(
子
が
半
生
の
機
悔
)
と
言
っ
て
お
り
、
お
勢
に
つ
い
て
の
内
田
魯

庖
の
説
明
(
二
葉
亭
凶
迷
の
一
生
〉
や
、
文
三
に
つ
い
て
の
闘
良
一
の
推
定
(
「
『
浮

署
長
』
と
そ
の
モ
デ
ル
l

」
解
釈
と
鑑
賞
・
昭
部
・

6
V
が
ゐ
る
に
法
ゐ
る
か
、

類
型
化
の
過
程
に
お
い
て
、

…引

hyf
化、

モ
デ
ル
は
「
モ
デ
品
性
」
を
喪
宍
ー
ニ
ペ
、
る
苦
だ
か
ら
で

あ
る
。
二
葉
亭
が
追
遥
に
お
く
つ
た
宵
包
な
書
簡
に
、
文
三
に
つ
い
て
一
か
な
り
4

日
分

の
性
質
の
或
鮎
を

C
2三
〈
乏
し
て
作
パ
出
'
ニ
~
人
物
ー
一
一
三
句
、
，
こ
述
三
-
記
述
法
あ
る
c

J

-

、、A

、

J
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内
海
文
三
と
芯
ど
の
よ
う
公
人
物
で
ゐ
ろ
う
か
c

第
一
一
編
第
一
周
か
ら
、

文
三
の
性
怖
に
関
わ
る
陳
述
を
慨
に
ぬ
き
出
す
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。ロ
を
鉛
ん
で
仕
舞
た
・
顔
に
似
気
ケ
く
微
笑
を
含
み
・
顔
の
微
笑
が
一
か
芯
一

か
は
消
え
往
く
に
つ
れ
、
足
取
も
次
第
セ
々
に
緩
か
に
な
っ
て
、
一
終
に
ぷ
虫
の
噌
一
地

ー

ザ

今

九

間

町

か

っ

ベ

ム

h

h
一
み
ま
は

ふ
様
に
な
り
、
情
然
と
一
玖
を
司
、
な
霊
れ
て
・
不
圏
立
止
a
J
て
四
濯
を
悶
J

到
し
、
-
骸

然
と
し
て
二
足
三
足
立
突
ツ
て
・
舌
鼓
を
懲
ち
・
ホ
ッ
ト
類
・
覚
え
ず
も
手
祇
を
‘

取
落
し
、
腕
'
伊
切
組
ん
で
ホ
ツ
と
溜
息
。

ーーワーー

第
三
編
、
第
十
三
田
か
ら
も
同
様
に
す
る
と
次
の
通
り
。

憤
然
と
し
て
部
墨
へ
駈
一
突
ツ
た
。

し
ば
ゐ

さ
て
そ
れ
か
ら
は
恒
例
り
演
劇
。
日
担
を
噛
f
八だ

り
、
拳
を
握
ツ
た
り
、
ど
う
考
へ
て
見
て
も
心
外
で
た
ま
ら
ぬ
・
求
苅
し
て
ゐ
る

で
も
な
く
、
又
唐
ぽ
い
で
も
無
い
・
強
ら
其
れ
ば
か
り
を
悠
ツ
た
諜
で
も
な
い
が
、

ほ
か

ま
だ
何
か
他
の
事
で
、

唯
腹
が
立
つ
。

お
4

て
叩
つ
i
u
ノ¥、

同
地
好
こ

vwト
h
川

h
M
P
ぅ

:
f
l
i
1
1
1」

安
心
地
が
し
て
、
誇
も
ぽ
く
腹
が
立
つ
。
腹
の
立
つ
ま
〉
、
逐
に
下
宿
し
」
決
心
し
て
、

宿
所
を
出
た
・
お
勢
の
事
は
、

既
に
す
ッ
ば
'
つ
思
ひ
切
ツ
て
ゐ
る
か
、
と
い
ふ
に
、

然
う
で
は
な
い
。
思
い
切
ツ
て
は
ゐ
な
い
。
思
い
切
ツ
て
は
ゐ
な
い
が
、
思
ひ
切

。仰に予ト￥

ら
ぬ
諜
に
も
ゆ
か
ぬ
か
ら
、
そ
こ
で
間
々
す
る
。
利
害
得
喪
、
今
ぽ
そ
の
や
う
な

事
は
頓
抽
有
無
い
。
唯
己
れ
に
逆
ツ
て
み
た
い
。
己
れ
の
望
ま
な
い
護
婦
を
し
て
見
た

い
・
言
葉
を
濁
し
て
ま
(
家
を
出
た
・
今
更
心
が
動
く
-
ど
う
し
て
よ
い
か
、

叫一昨が

わ
か
ら
伝
い
・
今
か
ら
競
る
も
、
何
と
内
閣
く
気
が
進
ま
ぬ
(
後
略
〉

文
三
は
全
篇
を
通
じ
て
、
右
の
如
き
塩
梅
で
あ
る
。
読
者
は
文
三
と
共
に
、
文
三
の



「
悲
劇
」
に
泣
く
で
あ
ろ
う
か
。
悲
劇
的
人
物
、
内
海
文
三
は
、
余
り
に
も
悲
劇
的
で

あ
る
が
放
に
、
「
人
間
の
事
実
」
を
は
る
か
に
離
れ
、
「
悲
劇
」
を
趨
え
て
、
「
泣
き

民
一
と
し
て
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
喜
劇
」
の
領
域
に
到
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
作
者
は
、

文
士
一
と
共
に
、
文
三
の
「
岩
劇
」
に
泣
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
文
三
と
い
う
も
の
は
、

大
体
『
浮
雲
』
の
主
人
公
は
、
二
葉
亭
に
似
に
人
間
で
、
二
葉
亭
は
同
情
を
も
っ
て
書
い

て
い
る
。
」
(
終
談
会
明
治
文
学
史
)
と
は
、
中
村
光
夫
の
発
言
で
ゐ
る
が
、
作
者
は
、

第
一
樹
は
も
と
よ
り
、
第
二
編
・
第
三
編
に
於
て
も
、
文
三
の
悲
劇
に
は
っ
き
り
と
潮

笑
を
浴
び
せ
か
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
叙
述
は
、
文
三
と
作
者
と
の
絶

対
的
な
距
附
舶
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

p
h
p

，J
G
 

卜
憤
然
と
し
て
、
文
三
が
拳
を
握
ツ
て
、
歯
を
喰
明
ツ
て
、
ハ
ツ
タ
と
許
り
に

に
ち
み

疾
J

悦
付
け
た
。
疾
復
付
け
ら
れ
た
者
は
通
り
す
が
り
の
巡
査
で
。
巡
査
は
立
止
ツ

て
、
不
思
議
さ
う
に
文
三
の
背
丈
を
版
分
量
に
見
積
ツ
て
ゐ
た
が
、
:
:
:
(
第
九

問
)千
悔
高
悔
、
隣
を
奄
ん
で
ゐ
る
胸
元
を
、
貫
く
や
う
な
午
砲
の
響
。

(
第
十
五

間〉

合
口
う
ま
で
も
な
く
、
文
三
と
作
者
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
論
は
多
い
。
し
か
し
、
そ
の

際
の
論
拠
に
さ
れ
る
前
倒
二
葉
亭
の
書
簡
、
「
か
な
り
自
分
の
性
質
の
或
駄
を
む
巾

l

〈
立
召
し
て
作
り
出
し
た
人
物
」
云
々
に
し
て
も
、
作
者
と
登
場
人
物
と
の
一
般
的
関

係
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
い
。
二
葉
亭
が
横
山
滋
之
助
に
、
「
ゐ
れ
は
皆
僕
の
性
質

を
出
し
た
も
の
だ
、
僕
に
は
文
三
も
あ
れ
ば
界
も
あ
り
、
お
勢
も
4

の
れ
ば
お
政
も
あ
る
、

皆
な
僕
の
片
刻
だ
」
と
語
っ
た
言
葉
と
、
ど
れ
程
の
相
違
が
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
二
葉

亭
は
同
じ
書
簡
の
中
に
、
「
め
の
文
三
が
今
の
小
生
に
候
」
(
傍
点
引
用
者
〉
と
も
、

「
あ
れ
が
自
分
か
と
思
う
と
い
や
に
な
っ
て
し
ま
ひ
申
し
候
。
」
と
も
言
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
「
今
の
小
生
」
で
ゐ
る
と
は
、
当
時
の
「
小
生
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

「
同
情
」
を
も
っ
て
奇
い
た
の
な
ら
、
「
い
や
」
に
な
る
答
も
な
い
。
清
水
茂
で
さ
え
、

文
三
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
程
で
あ
る
。

力
め
ば
力
む
ほ
ど
文
三
を
滑
稽
で
み
じ
め
な
鎧
で
身
を
固
め
さ
せ
て
い
っ
た
の

も
事
貨
で
あ
り
、
そ
こ
に
二
葉
亭
の
意
圏
を
超
え
た
形
象
の
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
菰

刺
性
の
た
V

よ
い
が
感
じ
ら
れ
て
く
る
の
は
否
定
し
が
た
い
。
(
「
『
浮
雲
』
論

|
|
二
律
背
反
の
出
護

11I」
文
学
・
昭
吻
・
叩
)

と
ま
れ
、
『
浮
雲
一
』
の
人
物
達
が
、
文
三
を
も
含
め
て
、
著
し
く
誇
張
さ
れ
、
戯
倒

化
さ
れ
た
類
型
で
あ
る
事
は
、
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
通
遥
の
『
小
説
神
髄
』
の

あ
や
つ
足
ん
主
う
に
舎
を
ノ
っ
か
ひ

言
葉
を
借
り
て
言
え
ば
、
彼
等
は
「
機
関
人
形
」
で
ゐ
り
、
「
偶
人
師
の
姿
も
見
え
、

し
か
け

機
関
の
工
合
も
い
と
よ
く
知
ら
れ
」
る
と
い
う
事
に
な
る
。
但
し
、
そ
れ
で
い
て
、
同

あ
歩
合

時
に
「
さ
な
が
ら
移
の
ま
こ
と
の
人
が
活
動
な
せ
る
が
如
く
」
だ
と
い
う
事
に
な
ろ
う

か
。
だ
か
ら
、
そ
の
、
類
型
の
偉
大
さ
を
讃
え
る
の
必
ら
ば
、
そ
れ
も
よ
い
。
し
か
し
、

「
典
却
に
な
ど
と
い
う
ほ
め
言
葉
を
、
安
易
に
持
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

こ
の
事
は
、
二
葉
亭
の
所
講
一
ー
写
実
論
」
と
、
決
し
て
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。
二

葉
亭
に
と
っ
て
、
「
浮
世
の
形
の
み
を
寓
し
て
其
意
を
寓
さ
ぎ
る
も
の
は
下
手
の
作
々

り
。
寓
し
て
意
形
を
全
備
す
る
も
の
は
名
人
の
作
な
り
。
意
形
を
全
備
し
て
活
に
る
如

き
も
の
は
名
人
の
作
な
り
。
」
(
小
説
線
論
〉
な
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
作
中
の
文

学
観
や
自
己
批
判
は
作
者
自
身
の
文
学
観
や
自
身
批
判
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
」

(
吉
田
精
一
一
編
「
近
代
名
作
モ
デ
ル
事
典
』
〉
と
さ
れ
て
い
る
『
平
凡
』
に
も
、
次
の

通
り
の
記
述
が
見
え
る
。

骨
骨
貫
主
義
は
現
賓
を
如
寅
に
指
骨
局
す
る
も
の
で
は
な
い
、
如
賀
に
描
骨
局
す
れ
ば

骨
局
長
に
な
っ
て
ア
J

ふ
。
(
四
十
八
)

-3-

戯
作
田
表
現
に
つ
い
て

三
編
よ
り
成
る
「
浮
雲
』
は
、
各
編
の
閥
に
一
極
の
断
M
M
が
ゐ
る
と
一
一
一
-
口
わ
れ
る
つ
そ



の
こ
と
を
内
凶
魯
庖
も
指
摘
し
(
二
葉
亭
四
迷
の
一
生
)
、
正
宗
白
鳥
も
指
摘
し
(
作

家
治
)
て
い
る
。
小
見
出
し
の
付
け
方
・
立
て
方
か
ら
そ
れ
を
説
い
て
い
る
論
(
石
丸

久
「
『
浮
雲
』
は
な
ぜ
中
絶
し
た
か
」
解
釈
と
鑑
賞
・
昭
お
・

5
)
も
あ
る
。
十
川
信

介
の
如
く
、
「
鋭
二
篇
第
八
回
『
団
子
坂
の
観
菊
』
を
境
に
し
て
二
つ
に
分
れ
る
。
」

(
「
『
浮
雲
』
の
世
界
」
文
学
・
附
羽
・
日
〉
と
す
る
説
も
あ
る
。
二
葉
亭
自
身
に
も
、

次
の
言
葉
が
ゐ
る
。

「
浮
雲
一
」
に
は
一
貫
し
て
ゐ
る
恩
怨
と
い
ふ
程
の
も
の
は
あ
ち
ま
せ
ん
。
(
作

家
出
心
談
〉

文
翠
は
、
上
巻
の
方
は
、
三
馬
、
風
来
、
金
交
、
饗
庭
さ
ん
な
ぞ
が
ご
ち
ゃ
混

ぜ
に
な
っ
て
い
る
。
中
巻
は
最
早
日
本
人
を
離
れ
て
、
西
洋
文
を
取
っ
て
来
た
。

つ
ま
り
凶
作
文
を
陥
入
し
よ
う
と
い
ふ
考
へ
か
ら
で
、
先
づ
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ

i
、

ガ
/
チ
ヤ
ロ
フ
等
を
率
び
、
主
に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ

i
の
書
方
に
傾
い
た
。
そ
れ

か
ら
ド
巻
に
な
る
と
、
矢
張
多
少
は
そ
れ
等
の
人
々
の
影
響
も
あ
る
が
、
一
番
多

く
民
似
た
の
は
ガ
ン
チ
ヤ
ロ
フ
の
文
章
で
，
の
っ
た
。
(
予
が
半
生
の
機
悔
)

I 

表

「
思
想
」
に
対
し
て
懐
疑
的
(
私
は
懐
疑
派
だ
)
な
、
慎
み
深
い
二
日
刊
に
お
」
什
身
。
-H

葉
は
さ
て
お
き
、
三
一
禰
間
の
断
層
を
我
々
に
滋
こ
さ
せ
る
る
の
は
、
そ
の
れ
に
人
什
す
る

戯
作
的
表
現
に
か
〉
わ
る
変
化
で
ゐ
る
に
進
い
公
い
。

中
村
幸
彦
『
戯
作
論
』
が
規
定
す
る
一
!
戯
作
」
の
、
広
義
の
範
閣
の
巾
か
ら
、
-
」
の
附
叫
ん
刊
、

次
の
七
項
目
を
検
討
す
べ
き
裁
作
的
表
現
と
し
て
取
り
上
げ
て
み
る
ご

山
文
末
に
お
け
る
戯
作
的
表
現

ω
美
文
的
表
現

ω
人
物
外
見
の
集
約
的
揃
写

ω
人
物
の
集
約
的
説
明

旬
戯
文
的
表
現

附
脚
本
的
表
記

的
口
上
的
婦
人

ま
ず
、
文
末
形
態
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、

-4ー

-
表
の
結
果
を
得
た
。

5G 現 文

了 在 末 同 編

形 形 数

1 (0) 23 (21) 39 (30) 

12 (11) 44 (40) 82 (62) 

2 (1) 31 (29) 57 (43) 

4 (3) 43 (31) 63 (40) [g 一
7 (7) 43 (38) 70 (54) 五

4 (3) 36 (27) 61 (43) ノ~¥ 

30 (25) 220(186) 372(272) 

49 (49) 43 (36) 130(106) 七

28 (25) 65 (45) 108 (79) /¥ 

55 (45) 29 (25) 95 (79) 九

42 (38) 27 (24) 77 (67) 十

21 (19) 61 (58) 103 (92) 十

18 (16) 3 (2) 24 (22) 十

213(192) 227(190) 537(445) 
計

11 (12) 32 (24) 50 (40) 壬

20 (16) 38 (29) 79 (60) 高
26 (25) 27 (25) 69 (61) 十五

6 (6) 26 (26) 41 (39) 士
ノ¥

主20 (18) 18 (14) 51 (43) 

20 (19) 67 (56) 111 (95) /十¥ 

31 (23) 78 (58) 130 (92) 五
134(119) 286(232) 531(430) 2十
377(336) 733(608) 1440 総計(1147) 



文 省

末
略

助

詞 形

1 (1) 14 (8) 

O cl) 26 (10) 

1 cl) 23 (12) 

O (0) 16 ((6) 

o (0) 20 (9) 

3 (2) 18 (1l) 

5 (5) 117 (56) 

。(2) 38 (19) 
l (0) 14 (9) 

1 (0) 10 (8) 

1 cl) 7 (5)1 

1 (0) 20 (15) 

O (0) 4 (4) 

4 (3) 93 (60) 

O (0) 7 (4) 

1 (1) 20 (14) 

O (0) 16 (1l) 

。(0) 9 (7) 
o (0) 13 (11) 

6 (5) 18 (15 

5 (1) 16 (10) 

12 (7) 99 (72 

21 (15) 309(188) 

八
注
V
①
数
値
は
明
治
大
正
文
学
全
集
所
収
の
も
の
に
拠
る
。
り
の
数
値
は
岩
波
文
庫
所
収
の
も
の
。

同
じ
〉
。
②
現
在
形
は
推
量
形
を
も
含
む
。

(
E
表

-
E
表
も

第
一
一
制
で
は
、
「
現
在
形
文
末
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、
「
完
了
形
文
末
f

一
は
殆
ど
見

ら
れ
な
い
。
い
わ
ば
「
現
在
一
型
」
と
よ
ん
で
い
い
。
「
現
在
形
文
末
」
は
「
事
件
の
結

果
を
讃
者
と
共
に
気
遣
ふ
や
う
に
書
く
」
(
八
波
則
士
口
「
臆
用
修
鮮
学
講
話
』
〉
手
法

で
、
戯
作
性
を
帯
び
て
い
る
。
第
二
編
は
「
(
現
在
・
完
了
の
)
混
溝
型
!
一
だ
と
言
え

表

ょ
う
。
第
三
編
は
、
前
二
編
の
中
間
に
位
す
る
。
強
い
て
一
=pえ
ば
「
現
在
優
勢
刑
ア
一
か
ご

「
省
略
形
文
末
」
は
、
戯
作
的
な
詠
嘆
表
現
で
あ
る
。
内
訳
は

E
表
の
通
り
に
伝
る
つ

文
末
数
と
の
相
対
値
を
考
え
る
と
、
漸
減
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
か
G

一
体
一
一
一
己
文
末
一

と
「
で
・
て
止
め
」
と
は
、
互
換
の
関
係
に
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

E 
司札J 体 省

て
「目寸、 略

的文末 形末文
悶 編

止
め

o (0) ー12 (6) 14 (8) 一
2 (2) 22 (8) 26 (10) 

3 (3) 19 (8) 23 (12) 

1 (1) 12 (4i 16 ((6) 四

1 (0) 18 (9) 20 (9) 五

2 (3) 13 (5) 18 (11) ノー』、

9 (9) 96 (40) 117 (56) 
計

9 (8) 26 (10) 38 (19) 七

6 (6) 8 (2) 14 (9) ，円、

7 (6) 3 (2) 10 (8) 九

o (0) 6 (4) 7 (5) 十

11 (9) 9 (6) 20 (15) 
十

4 (4) o (0) 4 (4) ナ

37 (33) 52 (24) 93 (60) 計

o (0) 4 (1) 7 (4) 士

4 (1) 11 (9) 20 (14) 古
o (0) 13 (8) 16 (11) 主
(j (0) 7 (6) 9 (7) 土ノ、

1 (5) 7 (6) ー七「13 (11) 

2 (4) 9 (6) 18 (15) 十/¥ 

5 (5) 8 (4) 16 (10) 主
12 (15) 59 (40) 99 (72) 

計

l 58 (57)/207004) 1309(88)! 総計

一也、一



z. ζ了 助そ

の
詞の

止他

f也 めの l 

(1) (1)1 

o (0) 2 (0) 

o (0)' 1 cl) 

2 (0). (1) 

o (0): 1 (0) 

o (0) j 3 (3) 

3 (l) 9 (6) 

O (O)3(1)i 

o (0) i 0 (I) 

。(0)1 0 (0) 
o (1) i 1 (0) 

。(O)! 0 (0) 
o (0) i 0 (0) 

o (1) I 4 (2) 

o (0) j 3 (3) 

o (0)， 5 W 

o (1)' 3 (2) 

(1) 1 1 (0) 

o (0)， 5 (0) 
十ー

2 (0); 5 (5) 

1 (0) i 2 日目Q白制H | 
4 (2) i 24 

ーー.

7 (4) I 37 

つ
い
で
に
、
文
語
的
文
末
を
調
べ
る
と
市
晶
表
の
通
り
で
、
こ
れ
芯
一
編
と
と
に
減
っ
て

行
っ
て
い
る
と
は
、
強
く
は
一
白
い
縫
い
っ

E
 

表

文 文
主ロE五Z 

的 来 同編

文末
数

2 cl) 39 (30).. - ， 

3 (3) 82 (62)!二!

4 (3) 57 (43) i三

2 (2) 日3(40) i四

l (3) 70 (54)!五|

2 (4) 61 (42) 1六(
14 (16) 372{271) 

言十

2 (6) 130 (106) ーじ | 

4 (5) 108 (79) 1 八 i

1 (5) 95 (79) i九l

1 (1) 77 (67)，十

2 (9) 103 (92)ι--4L -ei i 

o (0) 24 (22)'士

10(26) 阪叫5);主
I (2) 50 (40)!z 

5 (3) 79 (60) 古

2 (1) 69 (61) I主
O (2) 

i士
41 (39) iハ

(1) 51 (43)1主
4 (1) 111 (95) I丈
5 (0) 130 (叫主
18 (10) 531(430)¥ 1~ 
42 (52) 1440| 総(1146) 計

次げ札、

ωの
「
美
文
的
表
現
」
を
、
市
稲
漢
混
清
美
文
、
③
翌
十
六
文
、
命
託
詞
序

詞
的
一
一
一
口
約
使
川
、
の
三
つ
に
分
類
す
る
と
、
⑦
の
例
は
、
第
三
一
、
四
、
七
聞
の
三
ケ
所

に
兇
ら
れ
る
。
次
の
如
き
部
分
で
あ
る
。

-一つる
h
h

』

と

も

と

な

再

げ

庭
の
一
隅
に
裁
込
ん
だ
、
十
竿
ば
か
り
の
織
竹
の
葉
を
分
け
て
出
る
月
の
す
三

i
Jり
あ

ム

9
5

し
さ
。
月
夜
見
の
神
の
力
の
測
り
な
く
て
、
断
雲
一
片
の
瀦
だ
も
な
い
蒼
空
一
面

に
て
り
わ
た
る
清
光
素
色
、
唯
亭
々
鮫
々
と
し
て
雫
も
滴
る
ば
か
り
。
初
は
隣
家

-6-

な

か

な

帽

の

ぱ

さ

し

き

の
隔
て
の
竹
垣
に
遮
ら
れ
て
涯
の
半
よ
り
送
初
め
、
中
頃
は
縁
側
へ
上

y
て
岐
鋪

へ
這
込
み
、
緯
蒔
の
水
に
流
さ
れ
て
は
叙
説
特
急
剛
一
ω
波
璃
に
透
り
で
は
ぽ
が

す

ゐ

ゐ

は

吐

い

の

は

鵡
輔
、
坐
賞
の
人
に
影
を
添
え
て
、
孤
燈
一
熔
の
光
を
奪
ひ
、
終
に
聞
の

Mm
へ
返
上

る
。
(
後
略
〉
(
第
三
回
〉

⑦
の
和
美
文
法
、
次
の
通
り
、
第
三
悶
に
見
ら
れ
る
。

ひ
辛
』
と
ひ
い
包
」
と

U
b
せ
や
ま
ゐ
い
か
き

ムつ
t

一一一一一
p
i
-
-今
一
言
の
言
葉
の
闘
を
騎
え
れ
ば
、
先
は
妹
背
山
。
厳
垣
の
間
近



そ

ひ

ね

主

q'

主
主
れ

peり
の

み

き
人
を
懲
ひ
初
め
て
よ
り
、
童
は
終
日
、
夜
は
終
夜
、
唯
其
人
の
面
影
而
己
常
に

め

さ

き

込

£

た

眼
前
に
ち
ら
つ
い
て
、
結
に
映
る
軒
の
月
の
沸

γ
て
も
ま
た
去
り
か
ね
て
ゐ
な
が

す

主

つ

作

は

な

り

凶

せ

く

み

づ

ら
人
の
心
を
測
り
か
ね
て
、
末
摘
花
の
色
に
も
出
さ
ず
、
岩
崎
唱
水
の
音
に
も
立
て

ず
、
濁
り
ク
ヨ

JI--物
を
お
も
ふ
胸
の
う
や
も
や
、
も
だ
く
だ
を
、
梯
ふ
も
携
は

た
っ
た

ぬ
も
ム
ユ
言
の
言
葉
の
綾
:
:
:
今
一
一
百
;
:
:
僅
一
言
:
:
:
其
二
百
を
ま
だ
言
は
ぬ

(ウ)
の:
枕:
詞(
第
序三
千詞間
早的〉
辰吉
る語

神主使
無琴、用
月きは

釣次
るの
し各
ん編
{ま iζ
う見
のら
苦れ

患Z三
一「

トゴ
ム

曲
(:f 
L 

も
張
の

第
一
回

弱
い
腰

弓
〆
袋
ヲ
与
C

時
津
風
に
麻
酔
か
ぬ
民
撃
も
な
い
明
治
の
倒
世
・
波
日
比
潔
ふ
浮
岬
の
う

を

ん

な

さ

み

だ

れ

か
う
か
と
・
な
ま
よ
ひ
の
甲
斐
な
き
婦
人
・
怒
に
卯
の
花
く
だ
し
五
月
雨
の
、
ふ

第

|司

る
で
も
な
く
ふ
ら
ぬ
で
も
伝
く

あ
b
T
e

邑
ぬ
た

第
三
田
鹿
垣
の
間
近
き
人
・
砧
に
映
る
軒
の
月
梯
ツ
て
も
ま
た
去
り
か
ね
て

す

ー

っ

内

は

な

は

せ

く

ゐ

つ

色

つ

易

手

U

末
摘
花
の
色
に
-Eu
出
さ
ず
、
山
石
堰
水
の
音
に
も
立
て
ず
、
一
円
笑

lvs葛
藤
れ
た
縁

の
総
の
す
ぢ
り
も
ぢ
っ
た
間
柄
・
海
へ
も
附
か
ず
、
河
へ
も
附
か
ぬ
中
ぶ
ら
り
ん

総
白
の
切
れ
た
奴
凧
の
身
の
上
・
捨
小
舟
の
寄
漫
な
い
身
・
虚
生
の

第
四
周

夢
も
一
炊
の
間
に
覚
め
果
て
て

雪

き

め

普

き

を

ふ

ね

山
媛
の
霞
に
篇
ツ
て
お
ぼ
ろ
お
ぼ
ろ
・
寄
漫
活
の
棚
な
し
小
舟
・
滅

ふ
き
を
や
み

吹
小
款
の
な
い
仕
合
の
風
・
叡
立
板
の
水
の
流
を
堰
き
か

多
lζ 第
侍全六
tζ 、同

な
ら

坂
や

ね-
て

聞
の
全
体
に
つ
い
て
、
大
体
に
お
い
て
、
前
半
で
姿
を
消
し
て
い
る
表
現
だ
と
一
=
口
え

ト
で
つ
。第

三
に
、
人
物
外
見
の
集
約
的
措
写
に
該
当
す
る
部
分
は
、
次
の
各
悶
に
見
ら
れ
る
。

第
一
回

文
三
・
昇

第
四
国

お

勢

お
勢
・
昇
・
お
政
・
勇

聞
と
同
じ
く
、
前
半
で
姿
を
消
す
も
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
仙
の
「
人
物
の
集
約
的
説
明
」
に
該
当
す
る
部
分
は
、
次
の
各
回
に
見
ら

れ
る
。

第
七
回

第
二
問

文
三
・
お
勢
・
お
政

第
六
回

第
八
回

こ
れ
も
前
半
で
姿
を
消
す
。

第
五
に
、
聞
の
「
戯
文
的
表
現
」
を
、
品
類
集
明
日
蹴
文
、
ぬ
語
検
的
表
現
、
命
活
落
・

地
口
の
類
、
に
三
分
類
す
る
と
、
⑦
は
第
一
回
の
冒
頭
と
第
七
回
と
に
見
ら
れ
、
後
半

に
は
見
ら
れ
伝
い
。
③
の
戯
険
的
表
現
は
、
次
の
知
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ば
全
箔
に

通
じ
て
み
ら
れ
る
。

ぇ、
r

z

t

E

つニ

螺
の
壷
々
口
に
調
布
然
と
含
ん
だ
微
笑
を
細
標
大
根
に
白
魚
を
五
本
並
べ
た
ゃ
う

品“
N

J

、

な
手
が
持
っ
て
ゐ
た
随
一
局
で
隠
蔽
し
て
、
恥
か
し
さ
う
な
こ
な
し
。
(
第
三
回
)

⑦
の
酒
落
・
地
口
の
類
も
、
全
篇
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
。

慣
の
下
を
住
家
と
し
て
魂
が
何
時
の
間
に
か
有
頂
天
外
へ
宿
替
を
す
れ
ば
(
第

三
回
〉ひ
阜

何

日

苧

ら

あ

る

じ

一
回
聞
け
ば
則
ち
耳
の
洞
の
主
人
と
成
ツ
て
暫
く
は
立
ち
去
ら
ぬ
。
(
第
七
問
)

4
p
f
-
4
P、
あ
み

詮
ず
る
所
は
奮
の
木
阿
鶏
。
(
第
十
一
回
)

第
六
に
、
仰
の
「
脚
本
的
表
記
」
に
該
当
す
る
も
の
は
、
次
の
三
例
で
ゐ
る
。

点
り
、
り

文
三
が
憤
々
し
な
が
ら
、
其
鐙
に
し
て
行
き
過
ぎ
て
仕
舞
ふ
と
、
忽
ち
後
の
方

で、

昇石
田

-7-

昇
「
ォ
ャ
、
比
…
院
な
悪
戯
を
し
た
不
C

」

勢
「
ア
ラ
、
私
ぢ
や
有
り
ま
せ
ん
よ
。
ア
ラ
、
鍋
で
す
よ
。
ォ
ホ
ホ
〉
。
」

鍋
「
ア
ラ
、
お
嬢
さ
ま
で
す
よ
。
オ
ホ
b

b

〉
C

」



あ

ヴ

て

ふ

と

つ

ら

よ

界
「
誰
も
彼
も
無
い
、
二
人
共
政
手
だ
。
ド
レ
ま
づ
此
の
肥
満
奴
か
ら
。
」

ゎ
rくし

鍋
「
ア
ラ
、
広
ち
ゃ
有
り
ま
せ
ん
よ
。
オ
ホ
一
〉
、
〉
一
〉
。
ア
ラ
、
厭
で
す
よ
0

・

ア
ラ
l
、
御
新
造
さ
ア
ん
号
」

潟、・

cu-e

ト
大
岬
芸
場
ヴ
喜
て
の
騒
動
、
ド
タ
パ
タ
と
一
千
主
音
も
聞
え
た
。
ォ

?
hと
云

ふ
笑
ひ
設
も
闘
え
た
。
」

や
け

l

う
つ
み

「
ィ
ョ
l
妬
ま
す
引
。
羨
ま
し
い
ぞ
号
。
ど
う
だ
内
海
ェ
、
今
の
御
託
宣
は
。

文
主
ん
の
や
う
々
人
が
好
き
ッ
。
ア
ツ
堪
ら
ぬ
/
¥
。
モ
ウ
今
夜
、
家
に
や
寝
ら

れ
ん
。
」
(
第
十
悶
)

「
あ
ら
引
本
田
さ
ん
が
引
手
な
ん
ぞ
提

y
て
、
ほ
〉
一
〉
¥
い
け
ま
せ
ん
。
ぽ

〉
〉
O

」

「
そ
れ
は
さ
ぞ
引
お
困
り
で
御
座
い
ま
せ
う
引
。
」
(
第
十
七
問
)

こ
れ
は
、
後
半
に
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
で
ゐ
る
。

絞
後
の
、
問
「
口
上
的
挿
入
」
は
、
次
の
如
く
、
全
篇
に
通
じ
て
見
ら
れ
る
。

第
一
間
「
一
所
に
這
入
ツ
て
見
ょ
う
。
一
な
ど
五

Z
ま

め

こ

れ

し

hu

第
二
悶
「
絃
に
チ
ト
卸
い
た
一
僚
の
お
噺
が
め
る
が
、
此
を
記
す
前
に
、
チ

ヨ
ツ
ピ
リ
係
兵
衛
の
一
長
女
お
勢
の
小
停
を
向
ひ
ま
せ
う
。
」
な
ど
八

「
(
話
を
第
一
同
に
戻
し
て
〉
」
な
ど
八

は
昏
段

「
，
慾
に
は
最
う
す
こ
し
、
生
際
と
僚
足
と
を
善
く
し
て
貰
ひ
度
い
が
」

;
7
-
q
 

ザ
叫
三
院
に

約
四
出

な
L れ

江
間

一寸 ー寸 一寸

閑此(
話 >>$・比
イ之が男
題肝の
」腎事
な要は
ど」第
十な六
二ど回
十に
八委〈
曲は
し
く
¥ノ

Lー

な
ど
四

第
六
同

第
七
回

第
八
回

「
(
七
八
年
来
の
嘗
分
の
内
)
」
な
ど
十
三

「
第
一
間
に
チ
ヨ
イ
と
噂
を
し
て
置
い
に
、
ア
ノ
山
口
と
同
人
で
」

約
九
回

な
ど
九

み
窓
会
君

「
文
三
の
位
置
で
は
陥
h
ソ
易
い
謬
。
」
な
ど
三
十
四

以
上
、
『
浮
雲
』
に
お
け
る
戯
作
的
表
現
が
、
岡
山
進
行
と
共
に
ど
の
よ
う
に
培
減

し
て
い
る
か
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

ωの
う
ち
、
「
現
在
形
文
末
-
は
第
一
一
編
に
最
も
多
く
、
第
二
編
に
厳
色
少
な
い
。
必

ず
し
も
漸
減
し
て
い
る
と
は
言
え
ぽ
い
。
「
省
略
形
文
末
」
は
漸
減
の
傾
向
に
あ
る
。

「
で
・
て
止
め
」
は
逆
に
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

ω
1的
に
つ
い
て
は
、

第
十
回

第
十
一
回

十
六第
十
二
回

第
十
三
回

第
十
四
回

第
十
五
回

第
十
六
問

第
十
七
回

な
ど
八
第
十
八
回

二
十
四
第
十
九
回

'

』

J
』

J

、

，J
，/!ー、

ー「

「尤
其も
理日客
白骨も
を'相
手都懸
オ主 {と

であ
見ツ
.-;;， 1-

L が
、し-

E苦手な
mh~ ν 
，，~、，

JまυQlj
t主

筒か
トEぅ

一h
，L
-

よ
h

，

rν
、

「
但
し
宜
教
な
い
徴
候
で
。
」
な
ど
一
一
一

「
前
回
参
看
a

一
位
ど
六

「
不
運
に
な
る
ス
ワ
ヰ
ン
ト
ン
の
文
典
!
」
な
ど
八

「
(
示
談
)
」
な
ど
二

「
(
は
れ
や
れ
、
文
三
の
如
き
者
法
、
γ
ご
な
ど
十
四

「
い
ろ
い
ろ
の
事
が
釘
ツ
た
が
、
菅
醐
い
か
ら
そ
れ
法
院
す
。

t
じめ

「
此
の
物
諮
の
首
に
、
ち
ょ
い
と
噂
を
し
た
事
の
あ
る
。
」

hT-

ー 、 一一、

調
半
で
姿
を
消
す
も
の

第
三
回
に
見
ら
れ
る
も
の
・
.. 
，
 
.. 
悶
の
③

第
六
回
ま
で
見
え
る
も
の
・
・
・
・
・
・
悶
の
⑦

第
七
悶
ま
で
見
え
る
も
の

:::ω
の
⑦
・

ω'切
の
⑦

第
八
悶
ま
で
見
え
る
も
の
・
・
・
・

:ω

全
編
に
見
え
る
も
の
j
i
-
-
・
:
:
:
ゅ
の
向
⑫
・
間

後
半
に
じ
か
な
い
も
の
・
:
・
・
・
・
・
:
:
紛



と
い
う
結
果
に
な
る
。戯

作
的
手
法
に
つ
い
て

(
石
丸
久
、
前
掲
書
)

前
京
の
結
架
か
ら
、
「
戯
作
調
か
ら
次
第
に
脱
皮
し
て
ゆ
く
」

伎
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
ゐ
ろ
う
か
。

我
々
が
ま
ず
注
意
し
作
活
け
れ
ば
な
ら
往
い
の
は
、
素
材
と
戯
作
的
表
現
と
の
関
連
に

つ
い
て
で
ゐ
る
。
た
と
え
ば
、
「
人
物
の
集
約
的
説
明
」
の
如
き
は
、
筋
の
中
途
に
お

い
て
新
人
物
が
愛
場
し
な
い
限
り
、
前
半
で
出
尽
く
し
て
し
ま
う
。
「
人
物
外
見
の
集

約
的
措
写
も
、
同
様
の
傾
向
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
浮
雲
一
』
の
如
、
き
筋
上
の
変
化
に
乏

し
い
作
品
で
は
、
戯
作
的
表
現
に
好
都
合
な
材
料
が
、
前
半
で
出
尽
く
し
て
し
ま
う
傾

向
に
あ
る
と
い
う
事
情
を
、
考
慮
し
な
く
て
は
伝
る
ま
い
。
と
す
れ
ば
、
戯
作
調
か
ら
脱
皮

云
々
は
、
い
よ
い
よ
苦
い
難
く
な
っ
て
来
よ
う
。

我
々
が
こ
こ
で
と
'
つ
わ
け
注
目
し
た
い
の
は
、
閣
の
「
脚
本
的
表
記
」
で
あ
る
。
第

十
回
の
例
は
、
お
勢
・
昇
・
鍋
の
三
人
が
ふ
ざ
け
合
っ
て
い
る
の
を
、
文
三
が
立
聞
き

す
る
と
い
う
場
面
の
'
も
の
で
あ
る
。
会
話
の
冒
頭
に
発
言
者
の
名
を
付
し
た
の
は
、
立

聞
き
し
て
い
る
文
三
に
は
声
だ
け
が
聞
こ
え
て
い
る
と
い
う
事
を
示
す
為
で
あ
ろ
う
。

同
じ
同
の
例
、
「
引
」
の
小
字
は
、
ひ
や
か
し
の
調
子
を
こ
と
さ
ら
に
あ
ら
わ
す
た
め
、

帯
十
七
回
の
例
の
は
、
い
ち
ゃ
つ
き
の
声
を
あ
ら
わ
す
た
め
、
意
図
的
に
用
い
た
も
の

と
判
断
3
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
特
筆
大
書
し
た
い
の
は
、
戯
作
的
表
現
と
し
て
一
般
に
マ
イ
ナ
ス

の
評
価
を
受
け
て
い
る
も
の
の
多
く
は
、
実
は
作
者
が
意
図
し
て
用
い
た
「
手
法
」
だ

と
い
う
こ
と
で
ゐ
る
。
「
作
者
が
作
中
の
世
界
を
思
う
が
ま
』
一
に
主
宰
し
て
い
る
こ
と

を
ポ
す
も
の
」
(
十
川
信
介
、
前
掲
審
)
で
あ
る
仰
の
「
口
上
的
挿
入
」
に
し
て
も
、

明
ら
か
に
、
作
者
が
登
場
人
物
遂
と
の
「
距
離
」
を
示
す
た
め
に
用
い
た
意
図
的
手
法

で
あ
る
。

総
じ
て
言
え
ば
、
作
者
が
戯
作
的
表
現
を
「
手
法
」
と
し
て
意
図
的
に
用
い
た
の
は
、

登
場
人
物
達
と
「
距
離
」
を
置
い
て
彼
等
を
眺
め
、
彼
等
を
戯
画
化
す
る
為
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
第
一
章
に
述
べ
た
人
物
の
類
型
性
1
l
戯
画
化
の
、
表

現
技
術
的
側
面
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

四

間
接
的
戯
画
也
に
つ
い
て

戯
画
化
と
は
、
作
者
と
登
場
人
物
達
と
の
「
距
離
」
を
一
不
す
と
同
時
に
、
作
者
の
、

登
場
人
物
達
へ
の
批
判
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
。
漫
画
的
に
描
い
て
い
る
と
は
、
作
者
が

‘

h
u
p
り

一

彼
等
を
直
接
唾
三
に
い
る
と
い
う
事
で
め
る
ご
れ
を
コ
直
接
的
戯
画
化
-
と
よ
ぷ
と
す
れ

ば
、
『
浮
雲
一
』
の
人
物
達
は
、
-
直
接
的
戯
画
化
」
に
よ
っ
て
の
み
滑
稽
化
さ
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
ム
ユ
度
受
場
人
物
達
の
上
に
立
一
突
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

山
口
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
場
面
が
あ
る
。

ト
良
黒
に
成
ツ
て
ま
く
し
立
て
た
、
そ
の
顔
を
見
て
、
傍
を
通
り
す
が
ツ
た
剛
一
一
時

衣
の
園
丁
ら
し
い
男
が
冷
笑
し
た
。
(
第
九
回
〉

わ
ら

右
に
よ
る
と
、
山
口
は
作
者
に
唆
わ
れ
て
い
る
と
共
に
、
別
の
笠
場
人
物
「
黒
衣
のあ

園
丁
ら
し
い
男
」
に
よ
っ
て
も
「
冷
笑
」
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
昇
に
も
「
彼

V
よ

J
I

mw
は
い
か
ん
、
彼
奴
は
馬
鹿
だ
か
ち
い
か
ん
。
」
(
第
一
一
同
〉
と
か
、
「
悶
馬
鹿
だ
。
i

一

「
馬
鹿
の
骨
頂
だ
。
ー
一
(
向
)
と
か
評
さ
れ
て
い
る
。
然
る
に
、
そ
の
山
口
に
出
会
つ

う

弓

担

れ

た
文
三
は
文
三
で
、
一
位
の
裏
で
、
『
彼
奴
ま
で
我
ー
の
事
を
、
意
気
地
ぽ
し
、
と
云
は

ん
許
り
に
云
や
ア
が
る
。
」
(
第
九
回
〉
と
思
う
始
末
で
あ
る
。
昇
や
お
政
が
文
三
に

ぃ'r号
&

瑚
笑
を
浴
び
せ
か
け
て
い
る
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
昇
は
昇
で
、
文
三
に
「
馬
鹿
。
」

と
怒
鳴
ら
れ
て
い
る
(
第
十
回
)
。

要
す
る
に
、
『
浮
雲
』
の
人
物
聞
に
は
、

一也ー

「
相
互
印
法
」
「
相
互
明
笑
」
と
で
も
よ



h
A

ベ
き
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
浮
雲
一
』
の
人
物
達
の
滑
稽
さ
に
は
、

A
と

い
う
人
物
の
立
場
か
ら
E
と
い
う
人
物
を
眺
め
れ
ば
E
が
滑
稽
で
あ
り
、
逆
に
、

B
の

立
場
か
ら
A
を
眺
め
れ
ば
A
が
滑
稽
で
あ
る
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
、
次
元
の
異
っ
た

品
川
抽
憶
さ
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
乙
れ
を
「
間
接
的
戯
阿
化
」
と
よ
べ
ば
、
『
浮

笠
』
に
お
け
る
「
戯
画
化
」
は
、
直
接
・
間
接
の
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
る
事
に
な
る
。

乙
乙
に
乙
そ
「
浮
曜
日
目
』
の
先
進
性
と
卓
抜
さ
と
の
一
端
が
蔵
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
何

故
々
ら
、
単
に
作
者
が
瑚
り
笑
う
の
み
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
瑚
笑
小
説
」
で
し
か
あ
る

ま
い
。
作
者
に
よ
る
資
場
人
物
達
へ
の
批
判
も
、
客
観
性
を
獲
得
す
る
事
が
で
き
ま
い
。

「
間
接
的
戯
磁
化
」
の
「
相
互
侮
蔑
」
「
相
互
糊
笑
」
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
人
物

速
を
眺
め
る
と
、
彼
等
を
「
文
三
万
」
「
界
方
」
の
二
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
者
に
属
す
る
の
は
、
文
三
・
お
勢
な
ど
で
あ
り
、
後
者
に
属
す
る
の
は
、
昇
-

お
政
伝
ど
で
あ
る
。
「
相
互
侮
蔑
」
「
椙
互
瑚
笑
」
の
主
柱
的
関
係
は
、
乙
の
両
者
の

間
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
役
柄
の
軽
重
に
お
い
て
、
作
者
が
作
品
の
真
中
に
佼

凶
を
与
え
て
い
る
の
は
、
「
文
三
方
」
で
め
る
と
言
え
よ
う
。

作
者
自
身
、
登
場
人
物
聞
の
関
係
に
関
し
て
、
次
の
通
り
に
言
及
し
た
も
の
が
ゐ
る
。

お
政
に
日
本
の
醤
忠
慰
を
代
表
さ
せ
、
昇
・
文
蔵
・
お
勢
な
と
に
は
新
思
想
を

代
友
さ
せ
て
み
た
の
で
す
。
〈
作
家
苦
心
談
〉

文
三
・
孫
兵
衛
・
昇
・
お
政
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
新
善
」
「
旧
善
」
「
新
悪
」
「
旧
悪
」

を
代
表
さ
せ
、
原
点
に
お
勢
を
置
く
関
良
一
の
「
四
辺
形
説
」
(
「
『
浮
雲
』
考
」
園

訴
・
ご
一
ノ
一
ニ
)
は
、
右
の
、
二
葉
亭
自
身
の
言
葉
に
の
っ
と
っ
て
の
も
の
で
あ
る
。
今
、

乙
こ
で
は
、
右
の
作
者
の
言
葉
は
採
ら
な
い
。
但
し
、
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
昇
と
文

三
と
を
一
ま
と
め
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
別
の
意
味
が
汲
み
と
れ
な
い
事
も
な
い
。

五

え

せ

「
似
而
非
西
洋
主
義
」
に
つ
い
て

作
者
が
作
品
の
中
央
に
据
え
た
「
文
ご
一
万
」
の
人
物
、
す
な
わ
ち
、
お
勢
と
文
三
と

は
如
何
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
。

お
勢
の
性
行
を
述
べ
て
い
る
第
一
一
、
一
一
一
、
六
、
十
六
、
十
八
、
十
九
間
伝
ど
か
、
つ
川
市

ね
お
ひ

H
U
f
nム
め

納
す
れ
ば
、
彼
女
は
、
い
わ
ば
「
新
し
が
り
日
開
」
で
あ
る
。
「
摂
生
の
際
操
者
」
{
〉
刀

は

で

か

95λ

り
、
「
移
集
、
開
務
、
軽
操
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
第
二
、
三
、
五
、
十
て
十

六
回
な
ど
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
文
三
は
「
篤
賓
・
温
厚
な
男
」
(
第
十
一
間
)
で
あ
り
、

じ

み

か

た

草

色

「
朴
茂
な
気
質
」
(
第
十
六
悶
)
を
有
っ
た
苦
悩
の
人
で
あ
る
。
「
類
別
こ
と
し
て
作

成
さ
れ
て
い
る
こ
の
間
人
の
気
質
は
全
く
対
照
的
で
あ
り
、
一
見
共
通
点
は
な
い
よ
う
に

に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
乍
ら
、
こ
の
両
人
は
、
い
わ
ゆ
る
「
気
質
物
」
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
「
気
質
」

を
代
表
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
『
浮
雲
』
は
『
富
世
書
生
気

質
』
を
焼
直
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
り
、
関
良
一
の
「
浮
雲
一
'
l
i
t
s

当
世
女
書
生
気
質

説
」
も
、
一
面
の
真
を
捉
え
た
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
だ
が
、
作
者
は
、
『
浮
雲
』
執

筆
に
あ
た
っ
て
、
「
日
本
文
明
の
裏
面
を
描
き
出
し
て
や
ら
う
と
云
ふ
援
な
意
気
込
み

も
あ
っ
た
。
」
(
予
が
半
生
の
機
悔
〉
の
で
は
伝
か
っ
た
か
。
作
者
は
、
人
物
に
或
る

意
味
を
与
え
る
為
花
、
「
気
質
」
と
し
て
、
「
類
型
」
と
し
て
作
り
出
さ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
文
三
方
」

l
l
お
勢
と
文
三
と
の
う
し
ろ
に
、
「
西
洋
主
義
」
(
第
三
回
〉
の
奥

い
を
嘆
ぎ
出
し
て
も
、
そ
れ
は
ゐ
な
が
ち
無
理
で
も
あ
る
ま
い
。
「
間
洋
主
義
」
が
、

人
生
上
|
|
人
の
生
き
る
上
に
あ
ら
わ
れ
る
一
つ
の
具
象
と
し
て
、
作
者
は
、
お
勢
と

文
三
と
を
作
り
出
し
、
設
定
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

「
西
洋
主
義
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
作
品
中
の
言
葉
を
ま
じ
え
て
述
べ

る
と
、
そ
れ
は
、
「
教
育
」
に
由
来
し
、
「
二
千
年
来
の
習
慣
を
破
る
」
「
難
背
」
を
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覚
悟
じ
た
上
で
、
「
学
問
」
を
重
ん
じ
、
「
不
僚
理
」
を
排
し
て
「
保
理
」
に
生
き
る

事
を
意
味
し
て
い
る
。
「
作
家
苦
心
談
』
巴
一
一
一
口
う
「
新
思
想
」
で
あ
る
。
と
し
て
、
作

品
告
は
何
故
ζ

の
「
西
洋
主
義
」
を
廟
弄
し
て
い
る
の
か
。
た
と
え
ば
、
第
五
回
、
作
者

は
お
勢
と
お
政
と
の
親
娘
喧
嘩
を
借
い
た
後
花
、
「
是
れ
は
こ
れ
辱
な
く
も
難
有
く
も
、

日
本
文
明
の
一
原
素
と
も
な
る
べ
き
新
主
義
と
、
時
代
後
れ
の
醤
主
義
と
、
衝
突
を
す

る
慮
。
よ
く
お
阪
を
止
め
て
御
覧
ゐ
ら
れ
ま
せ
う
。
」
な
ど
と
、
あ
ら
わ
に
瑚
笑
の
態

度
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
解
明
す
る
為
に
は
、
お
勢
、
文
三
の
「
西
洋
主
義
」

な
る
も
の
を
、
作
品
の
中
で
具
体
の
姿
と
し
て
捉
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
西
洋
主
義
」

が
、
『
浮
雲
』
の
中
に
、
辞
書
的
に
序
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
お
勢
、

文
三
に
、
「
西
洋
主
義
の
気
質
化
」
と
で
も
言
う
べ
き
手
法
を
認
め
る
以
上
は
、
そ
の

具
体
の
姿
を
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
お
勢
の
「
西
洋
主
義
」
は
、
「
西
洋
主
羨
一
の
お

勢
的
・
あ
り
方
と
し
て
作
品
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
文
三
の
「
西
洋
主
義
」
は
、

「
西
洋
主
義
」
の
文
三
的
あ
り
方
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
勢
の
「
西
洋
主
義
」
と
は
、
第
二
回
の
言
葉
を
借
り
て
言
え
ば
、
「
橋
祥
が
シ
ヤ

の

ど

し

ツ
に
な
り
」
、
「
唐
人
醤
」
が
「
束
髪
に
化
け
」
、
「
ハ
ン
カ
チ
で
咽
喉
を
緊
め
」
、

「
眼
鏡
を
掛
け
」
る
事
で
し
か
な
い
。
或
い
は
教
育
の
有
る
者
と
「
日
本
婦
人
の
有
様
、

束
髪
の
利
害
、
さ
て
は
男
女
交
際
の
得
失
な
ど
を
論
」
じ
る
事
で
し
か
な
い
。
だ
か
ら
、

条
理
を
振
廻
わ
し
て
母
親
と
喧
嘩
す
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
み
て
く

れ
だ
け
の
「
西
洋
主
義
」
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
文
三
に
「
健
康
な
者
に
は
却
て
害
に

な
る
。
」
と
言
わ
れ
た
だ
け
で
、
忽
ち
「
眼
鏡
を
外
し
て
議
長
」
る
の
で
あ
る
。

な

官

芳

ス

ポ

ア

ト

第
十
八
回

Kφ
。
如
く
、
「
昇
に
押
れ
親
し
ん
で
か
ら
は
簡
単
に
五
口
を
亡
く
し
、
「
厭
制
家
、

イ
ゴ
イ
ス
ト

利
己
論
者
と
、
口
で
は
呪
ひ
な
が
ら
:
:
:
つ
い
其
下
届
者
と
親
ん
で
、
玩
ば
れ
る
と
知

な

ぷ

な

ぷ

り
つ
¥
玩
ば
れ
、
調
載
ら
れ
る
と
知
り
つ
¥
調
戯
ら
れ
て
ゐ
る
。
」
て
い
た
ら
く

で
あ
る
。
「
眼
前
K
移
り
行
く
事
や
物
や
の
う
ち
、
少
し
で
も
新
奇
な
物
が
有
れ
ば
、

み

た

い

ゐ

ち

限
早
く
そ
れ
を
視
て
取
ツ
て
、
直
に
心
に
思
ひ
染
め
る
」
(
第
十
六
回
)
お
勢
に
と
っ

か

点

「
西
洋
主
義
」
は
、
「
只
、
ほ
ん
の
:
:
:
感
染
れ
」
(
同
)
る
だ
け
の
、
一
種
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
し
か
な
か
っ
た
の
だ
。
お
勢
の
「
気
質
」
は
、
み
て
く
れ
の
「
西
洋

主
義
」
、
魂
を
有
た
ぬ
「
西
洋
主
義
」
と
し
て
の
意
味
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
文
三
は
、
「
西
洋
主
義
」
の
、
一
見
真
撃
な
信
奉
者
で
あ
る
。
真
理
を
重
ん

じ
、
条
理
に
生
き
る
べ
き
事
そ
、
真
剣
に
考
え
て
い
る
。
然
る
に
、
た
だ
徒
ら
に
考
え

て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。
彼
は
、
第
三
岡
で
、
お
勢
に
対
し
て
「
気
が
弱
く
ツ
ち
ゃ
ァ

主
義
の
賀
行
は
到
底
資
束
な
い
。
」
と
諭
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
、
そ
の
「
主
義
の
賀

行
」
が
ま
る
っ
き
り
出
来
な
い
で
い
る
。
「
免
」
に
な
っ
て
以
後
、
お
政
に
い
び
ら
れ
、

昇
に
骨
が
れ
、
お
勢
に
背
か
れ
、
そ
れ
で
い
て
ひ
た
す
ら
憤
悶
ず
る
ば
か
り
で
あ
る
。

苦
悩
の
人
と
し
て
の
文
三
の
滑
稽
で
大
袈
裟
な
憤
悶
は
、
す
べ
て
、
こ
の
、
「
主
ー
説
」

と
彼
自
身
の
具
体
と
の
斡
慌
に
起
因
し
て
い
る
。
文
三
の
「
西
洋
主
義
」
な
る
も
の
は
、

「
概
念
」
と
し
て
彼
に
巣
喰
っ
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
、
い
わ
ば
肉
体
を
有
し
て
い
な

て、い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
み
て
く
れ
だ
け
の
、
或
い
は
概
念
と
し
て
だ
け
の
「
西
洋
主
義
」
を
、

二
葉
亭
が
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
二
葉
亭
の
思
想
観
か
ら
み
て
、
当
然
で

あ
ろ
う
。
「
賓
践
騎
行
」
(
予
が
半
生
の
蛾
悔
)
の
人
で
あ
り
、
「
燭
立
締
行
」
(
同
〉

の
人
で
あ
っ
た
二
葉
亭
に
と
っ
て
、
「
思
想
」
と
か
「
主
義
」
と
か
い
う
も
の
は
、

『
予
が
半
生
の
犠
悔
』
『
私
は
-
懐
疑
派
だ
』
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
実
践
」

さ
れ
た
時
初
め
て
真
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
、
「
思
畑
山
」
と
は
、

実
生
活
の
上
に
具
体
の
姿
で
表
現
さ
れ
る
「
人
生
の
潟
の
思
想
」
(
私
は
懐
疑
派
だ
)

の
こ
と
で
あ
り
、
「
思
想
の
篤
の
思
想
」
(
同

)
l
h人
生
花
関
わ
ら
な
い
、
実
践
の

え

せ

姿
を
と
ら
な
い
所
謂
「
思
想
」
は
、
「
似
而
非
思
想
」
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

魂
を
有
た
な
い
お
勢
の
「
西
洋
主
義
」
と
、
肉
体
を
有
た
な
い
文
三
の
「
西
洋
主
義
」

え

せ

と
は
、
共
に
実
生
活
の
中
に
生
き
得
た
い
と
い
う
点
で
、
共
に
、
「
似
而
非
両
川
主
義
一

で
し
か
な
か
っ
た
。
「
穆
校
内
比
ゐ
る
中
は
色
々
高
尚
な
汚
へ
も
し
て
も
、
附
焼
U
M
だ
か
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ら
、
殴
聞
に
出
る
と
界
み
た
や
う
な
人
簡
に
な
る
」
(
作
家
苦
心
談
)
云
々
の
二
葉
亭

の
バ
葉
は
、
こ
の
、
「
か
た
ち
」
と
「
な
か
み
」
と
の
遊
離
を
鋭
く
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
無
力
性
、
川
雄
…
生
命
性
を
言
っ
た
も
の
と
し
て
よ
い
。

作
私
自
が
必
定
し
た
兵
の
「
西
洋
主
義
」
と
は
、
恐
ら
く
は
お
勢
と
文
三
と
の
止
揚
さ

え

せ

れ
に
と
こ
ろ
に
山
崎
」
J
す
る
も
の
だ
っ
た
に
進
い
ぽ
い
。
そ
れ
も
亦
、
「
似
而
非
西
洋
主
義
'
一

が
、
お
勢
、
文
三
と
い
う
こ
ぽ
聞
に
気
質
化
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
?
の
る
べ
き
恋

愛
」
と
し
て
、
「
浮
実
』
の
中
に
次
の
通
'
つ
に
ゐ
る
。

凡
そ
相
愛
す
る
二
げ
心
は
、
一
億
分
身
で
、
孤
立
す
る
者
で
も
な
く
、
又
仕
よ

か
た
{
h

か
た

d
l

う
と
し
て
出
来
る
も
の
で
な
い
故
に
、
一
方
の
心
が
歓
ぶ
時
に
は
、
他
方
の
心
も

品
不
九

j

・
か
事
九

j41

か
私
H

I

、

比
ん
に
歓
ジ
、
一
万
の
心
が
悲
f
J
h
u
時
に
は
、
他
方
の
心
も
共
に
悲
し
み
、
一
方
の

!

r

l

f

 

心
一
か
繁
し
ひ
時
に
は
、
他
方
の
心
も
共
に
祭
し
み
、
一
方
の
心
が
苦
し
む
時
に
は
、

j
f
 

他
K
M
の
心
も
共
に
苦
し
み
、
嬉
笑
に
も
相
感
じ
、
怒
罵
に
も
柑
惑
じ
、
愉
快
適
悦
、

ト
4
5

山口

不
平
煩
間
に
も
相
官
1
J
、
誌
が
気
に
通
じ
、
心
が
心
を
喚
起
し
、
決
し
て
組
舘
し
、

拝
婚
す
る
者
で
無
い
。
(
第
八
回
〉

が
、
い
か
に
文
-
一
一
が
お
勢
を
求
め
よ
う
と
、

う
と
、
川
市
水
統
一
体
で
ゐ
る
べ
き
も
の
が
、

一
時
お
勢
が
文
三
に
接
近
し
ょ

二
つ
の
も
の
と
し
て
登
場
し
て
い
る
事
自

体
に
、
こ
の
向
者
結
合
の
道
は
原
理
的
に
阻
ま
れ
て
い
る
。
文
三
の
恋
愛
は
、
そ
の
恋

愛
の
怠
味
そ
の
も
の
の
中
に
、
初
め
か
ら
失
恋
を
背
負
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

二
人
の
「
山
洋
主
義
」
な
る
も
の
が
、
所
詮
は
こ
の
よ
う
ぽ
も
の
で
し
か
な
か
っ
た

が
般
に
、
そ
れ
は
、
現
実
の
「
あ
る
姿
(
ザ
イ
ン
)
」
で
あ
る
「
昇
方
」
の
前
に
、
容

易
に
敗
れ
去
ら
ね
ば

αら
内
明
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
作
者
に
よ
っ
て
も
、
直
接
瑚

弄
さ
れ
、
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぽ
か
っ
た
。

μ

ん
も
、
界
に
つ
い
て
は
、
前
に
言
及
し
た
『
作
家
苦
心
談
』
中
の
、
「
昇
・
文
蔵
・

お
勢
な
と
に
は
新
忠
似
を
代
表
さ
せ
て
見
た
の
で
す
。
」
云
々
の
記
事
が
あ
る
。
お
政

が
「
悠
mu
似
」
の
人
物
で
あ
る
事
は
納
得
で
き
て
も
、
昇
は
、
確
か
に
、

ま
た
、

「
醤
思
想
」

の
人
物
と
す
る
事
を
跨
踏
さ
せ
る
雰
回
気
に
包
ま
れ
て
コ
る
コ
が
、
戸事

M

J

h

叩
に

t

、
-

M

、¥
l

p

よ
ど
れ
?
と
刊
一

の
人
物
と
し
て
、

お
勢
・
文
三
の
同
額
だ
と
を
づ
え
る
了
三
二
心
う
っ
か
c
F

一、
L

，、，

v

一
マ
、
.

た
め
ら
わ
れ
る
。

回
が
遂
行
'
ニ
、
ゆ
く
に
つ
れ
て
、

専
と
お
政
と
よ
次
治
二
蝕
A
U

ユ、

行
く
か
ち
で
み
る
。
恐
ら
く
は
、
弄
主
、

え

せ

や
文
三
と
向
じ
く
「
似
…
問
非
何
一
洋
主
義
t

一
の
¥
h
J
U
-

つ
だ
の
で
な
な
い
か
コ
山
川
九
日
H
3

か
ぺ
て
な
一
箭
思
想
i-φ

熊
議
、
占、

斗コ

寺R
J ー

「
塞
思
想
」
の
人
物
に
な
っ
て

L
古
品
っ
て
ほ
い
る
が
、
か
つ
て
よ
「
新
忠
山
閉
じ
1

一
J
A
、
η

え

せ

一
似
而
非
自
注
主
義
。
一
の
公
れ
の
巣
て
土
い
っ
た
意
味
合
い

え

せ

一
似
而
非
活
洋
主
義
一
の
気
質
化
で
あ
る
ト
心

で
あ
っ
た

l
l
つ
ま
り
、

を
背
負
↑
し
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

勢
や
文
士
一
は
、

こ
の
世
の
現
実
に
生
き
る
為
に
は
、

昇
に
な
お
っ
ざ
る
を
得
な
い
し
}
い
-

事
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
事
実
お
勢
は
、

回
の
進
行
と
共
に
、

界
に
小
h

への
f
v

て
行
く
徴
候
を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
を
凶
」
せ
公
い
文
三
は
、
次
第
二
実
際
主
活
の
中
で

追
い
つ
め
ら
れ
て
行
く
。
こ
う
い
う
解
釈
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

『
作
者
苦
心
災
』
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の
二
葉
亭
の
言
葉
ば
、
一
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
と
す
る
事
が
で
、
き
ょ
う
。
か
く
昭
一
釈
す
れ

ば
、
♂
無
論
、
「
文
三
万
一
'r
二
昇
方
4

一
と
の
、
-
相
互
侮
…
袋
一
「
相
互
酬
明
笑
」
と
い
ヘ

形
の
対
立
は
、
実
は
根
源
的
な
も
の
で
は
ぽ
い
事
に
守
る
。
当
然
で
あ
る
。
重
点
の
符

き
方
の
違
い
は
あ
れ
、
作
者
ば
「
昇
方
」
を
も
「
閥
接
的
戯
画
化
」

(
約
五
百
定
)
に

ト」皿つずに、

ま
た
「
直
接
的
戯
画
化
」
に
よ
っ
て
も
、
批
判
し
、

否
定
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
二
重
の
戯
画
化
を
生
命
と
し
て
い
る
「
浮
雲
』
に
仔
在
す
る
根
源
的
対
立
は
、
一
新

え

せ

え

せ

局
は
「
似
而
非
西
洋
主
義
」
対
「
真
の
西
洋
主
義
」
対
作
者
で
あ
り
、
「
似
而
非
西
洋

主
義
」
対
作
者
で
ゐ
る
。

が
、
兎
も
角
も
、

え

せ

「
文
三
万
」
に
見
ら
れ
る
「
似
而
非
西
洋
主
義
」
の
盗
こ
そ
、
止
j

時
の
、
所
謂
知
識
人
の
正
体
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
所
謂
近
代
日
本
の
、

所
判
明

知
識
人
の
正
体
を
早
く
見
抜
い
て
、

こ
れ
を
批
判
す
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、

一d
Z一一」執

筆
の
意
図
が
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
実
は
、

こ
の
批
判
は
今
日
に

於
い
て
も
生
、
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

コ
浮
雲
』
が
今
日
の
凡
百
の
作
品
を
約
一
え
て



い
る
理
由
が
、
そ
ζ

に
み
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
如
、
き
『
浮
雲
』
の
解
釈
は
、
当
然
「
中
絶
問
題
」
に
つ
い
て
、
別
の
新
た
な

原
闘
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
述
べ
る
事
と

す
る
。(

注
)

1 

『
浮
雲
』
か
ら
の
引
用
は
、
明
治
大
正
文
事
全
集
所
収
の
も
の
に
拠
っ
た
。

本
一
備
は
、
一

J
四
は
、
昭
和
四
十
一
年
度
・
日
本
近
代
文
学
会
・
秋
季
大
会
に

お
い
て
、
五
は
、
間
・
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
・
秋
季
研
究
集
会
に
お
い
て
、

口
頭
発
表
し
た
も
の
に
拠
る
。

2 
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